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問　
「
共
に
支
え
あ
い
、
誰
も
が

輝
く
男
女
共
同
参
画
社
会
の
創
造
」

と
い
う
本
市
の
基
本
理
念
を
実
現
す

る
た
め
に
、
ど
の
よ
う
な
視
点
を
定

め
て
い
る
の
か
。

答　
男
女
共
同
参
画
プ
ラ
ン
を
通

じ
、
多
様
な
生
き
方
を
尊
重
す
る

「
個
性
と
人
権
を
尊
重
す
る
視
点
」、

市
民
・
事
業
所
・
市
民
活
動
団
体
な

ど
と
行
政
に
よ
る
「
共
存
・
協
働
の

視
点
」、
ま
た
、「
実
効
性
の
あ
る
取

組
の
視
点
」
の
３
つ
を
基
本
的
な
視

点
と
し
て
定
め
、
施
策
・
事
業
の
展

開
を
図
る
こ
と
に
よ
り
、
基
本
理
念

の
実
現
を
図
っ
て
い
く
。

問　
全
て
の
女
性
が
み
ず
か
ら
の

能
力
を
最
大
限
に
発
揮
し
、
活
躍
で

き
る
社
会
を
実
現
す
る
た
め
に
は
、

効
果
的
な
事
業
を
展
開
し
て
い
く
こ

と
が
大
切
に
な
っ
て
く
る
が
、
本
市

が
特
に
力
を
入
れ
て
い
き
た
い
事
業

に
は
ど
の
よ
う
な
も
の
が
あ
る
か
。

答　
市
内
に
多
く
の
企
業
が
存
在

す
る
が
、
製
造
業
が
多
く
、
女
性
管

理
職
は
ま
だ
少
数
で
あ
る
と
認
識
し

て
い
る
。
ロ
ー
ル
モ
デ
ル
が
少
な
く
、

悩
み
を
相
談
し
た
り
、
苦
労
を
共
有

し
た
り
す
る
相
手
が
少
な
く
孤
立
す

る
こ
と
が
多
い
と
言
わ
れ
て
い
る
こ

と
か
ら
、
女
性
管
理
職
の
ネ
ッ
ト
ワ

ー
ク
づ
く
り
を
支
援
し
て
い
き
た
い
。

そ
こ
で
、
女
性
管
理
職
の
ネ
ッ
ト
ワ

ー
ク
づ
く
り
の
た
め
に
、
ワ
ー
ク
シ

ョ
ッ
プ
形
式
の
シ
リ
ー
ズ
セ
ミ
ナ
ー

の
開
催
を
考
え
て
い
る
。
さ
ら
に
、

こ
れ
か
ら
働
く
女
性
の
支
援
策
と
し

て
、
子
育
て
が
一
段
落
し
再
就
職
を

目
指
す
女
性
を
対
象
と
し
た
事
業
に

も
力
を
入
れ
て
い
き
た
い
と
考
え
て

い
る
。

問　
被
災
者
支
援
シ
ス
テ
ム
と
は

何
か
、
そ
の
導
入
目
的
は
。

答　
災
害
発
生
時
に
お
け
る
地
方

公
共
団
体
の
業
務
、
被
災
者
台
帳
の

整
備
や
、
り
災
証
明
書
の
交
付
な
ど

総
合
的
に
支
援
す
る
シ
ス
テ
ム
で
あ

る
。
導
入
目
的
は
被
災
者
の
情
報
を

一
元
的
に
管
理
す
る
こ
と
で
、
未
申

請
や
未
受
給
を
防
ぐ
こ
と
で
あ
る
。

問　
平
成
27
年
度
に
導
入
す
る
と

あ
る
が
進
捗
状
況
は
。

答　
愛
知
県
が
県
内
自
治
体
の
シ

ス
テ
ム
共
同
利
用
化
に
つ
い
て
研
究

部
会
を
立
ち
上
げ
た
た
め
、
共
同
利

用
を
視
野
に
検
討
中
で
あ
る
。

問　
県
に
よ
る
シ
ス
テ
ム
導
入
の

メ
リ
ッ
ト
と
デ
メ
リ
ッ
ト
は
。

答　
メ
リ
ッ
ト
は
、
共
同
利
用
に

よ
り
、
導
入
費
用
な
ど
の
運
用
コ
ス

ト
低
減
が
図
れ
る
こ
と
や
、
発
災
時

に
同
じ
シ
ス
テ
ム
を
使
用
す
る
他
自

治
体
の
業
務
支
援
を
受
け
ら
れ
る
な

ど
、
自
治
体
相
互
の
協
力
体
制
確
保

が
可
能
な
こ
と
で
あ
る
。
デ
メ
リ
ッ

ト
と
し
て
は
、
刈
谷
市
だ
け
で
は
導

入
の
可
否
が
決
め
ら
れ
ず
時
間
が
掛

か
る
こ
と
で
あ
る
。

問　
県
は
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
の
シ
ス

テ
ム
を
活
用
す
る
構
想
で
あ
り
、
更

に
時
間
が
か
か
る
こ
と
が
想
定
さ
れ

る
。
市
単
独
の
シ
ス
テ
ム
ま
た
は
南

海
ト
ラ
フ
地
震
で
影
響
を
受
け
な
い

地
域
の
市
と
同
じ
シ
ス
テ
ム
を
導
入

し
て
進
め
る
べ
き
と
考
え
る
が
、
県

内
他
市
の
状
況
は
ど
う
か
。

答　
県
の
調
査
で
は
、
県
内
市
町

12
団
体
で
シ
ス
テ
ム
を
導
入
、
４
団

体
は
テ
ス
ト
稼
働
を
し
て
い
る
。
碧

海
５
市
で
は
、
知
立
市
が
導
入
、
安

城
市
が
テ
ス
ト
稼
働
を
し
て
い
る
。

の
か
。

答　
市
内
に
は
被
災
地
で
の
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
活
動
の
経
験
と
実
績
の
あ

る
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
が
あ
り
、

意
見
交
換
会
や
地
区
等
の
防
災
訓
練

の
際
に
講
師
を
依
頼
す
る
な
ど
、
日

ご
ろ
か
ら
連
携
を
図
っ
て
い
る
。
そ

の
ほ
か
に
も
、
防
災
減
災
に
関
す
る

活
動
を
行
っ
て
い
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

団
体
が
あ
る
た
め
、
災
害
の
際
に
は

こ
れ
ら
の
団
体
や
個
人
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
が
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー

を
拠
点
に
連
携
し
て
活
動
す
る
こ
と

に
な
る
。

ま
ち
と
な
っ
て
ほ
し
い
。
各
種
委
員

等
へ
の
報
酬
は
ど
の
よ
う
に
定
め
て

い
る
の
か
。

答　
職
務
内
容
や
他
市
の
状
況
な

ど
を
勘
案
し
て
決
定
し
て
い
る
。

問　
市
民
が
行
政
に
参
画
す
る
こ

と
は
と
て
も
重
要
で
あ
り
、
そ
の
労

に
報
い
る
こ
と
は
さ
ら
に
重
要
で
あ

る
が
、
民
生
委
員
や
児
童
委
員
、
保

護
司
は
無
報
酬
で
あ
る
。
職
務
に
見

合
っ
た
適
切
な
報
酬
に
見
直
す
必
要

が
あ
る
と
思
う
が
ど
う
か
。

答　
法
に
基
づ
き
無
報
酬
と
な
っ

て
い
る
が
、
他
市
の
状
況
を
勘
案
し

な
が
ら
適
時
・
適
切
に
見
直
し
を

図
っ
て
い
く
。

問　
市
民
会
館
跡
地
に
災
害
時
の

拠
点
と
し
て
整
備
さ
れ
た
大
手
公
園

は
、
平
成
26
年
3
月
の
開
園
以
降
ど

の
よ
う
に
活
用
さ
れ
て
き
た
の
か
。

答　
平
成
26
年
11
月
に
総
合
防
災

訓
練
を
実
施
。
地
元
企
業
の
協
力
の

も
と
、
マ
ン
ホ
ー
ル
ト
イ
レ
や
か
ま

ど
ベ
ン
チ
の
組
み
立
て
講
習
会
を
行

っ
た
。
そ
の
他
、
交
通
安
全
キ
ャ
ン

ペ
ー
ン
や
東
吉
野
村
と
の
友
好
市
町

問　
多
様
化
す
る
住
民
ニ
ー
ズ
に

対
応
す
る
に
は
、
行
政
だ
け
で
な
く

互
助
・
共
助
を
担
う
地
域
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
の
役
割
が
重
要
に
な
る
。
市
内

全
域
で
活
発
な
話
し
合
い
の
場
が
広

が
り
、
市
民
が
積
極
的
に
ま
ち
づ
く

り
に
関
わ
る
こ
と
の
で
き
る
新
し
い

自
治
モ
デ
ル
を
構
築
し
て
全
国
に
発

信
し
て
い
た
だ
き
た
い
。
行
政
と
し

て
の
課
題
認
識
は
。

答　
地
域
や
市
民
一
人
ひ
と
り
と

の
協
働
が
重
要
と
認
識
し
て
い
る
。

問　
市
民
が
積
極
的
に
ま
ち
づ
く

り
に
関
わ
る
こ
と
が
不
可
欠
で
あ
る
。

こ
の
考
え
を
位
置
づ
け
て
い
る
自
治

基
本
条
例
の
認
知
度
を
上
げ
る
方
策

は
。答　

よ
り
一
層
の
啓
発
に
努
め
、

ま
ち
は
自
分
た
ち
で
つ
く
る
と
い
う

自
治
意
識
の
醸
成
に
つ
な
げ
て
い
く
。

問　
地
域
の
仕
事
を
一
所
懸
命
に

や
っ
て
い
た
だ
い
て
い
る
地
区
役
員

等
に
感
謝
を
し
て
い
る
。
こ
の
よ
う

な
ご
尽
力
に
対
し
て
敬
意
が
払
え
る

問　
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ

ー
は
ど
の
よ
う
に
開
設
し
、
運
営
さ

れ
る
の
か
。

　

ま
た
、
災
害
対
策
本
部
の
役
割
と

担
当
は
。

答　
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ

ー
は
、
公
設
民
営
型
を
考
え
て
お
り
、

災
害
が
発
生
し
た
場
合
、
災
害
対
策

本
部
か
ら
社
会
福
祉
協
議
会
に
対
し

て
必
要
に
応
じ
開
設
を
指
示
す
る
。

運
営
は
、
社
会
福
祉
協
議
会
が
中
心

と
な
り
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
コ
ー
デ

ィ
ネ
ー
タ
ー
と
連
携
し
て
行
う
。

　

ま
た
、
災
害
対
策
本
部
で
は
支
援

班
が
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー

の
連
絡
調
整
の
窓
口
と
な
る
。

問　
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ

ー
は
災
害
発
生
後
、
ど
の
く
ら
い
で

設
置
さ
れ
る
の
か
。

答　
災
害
の
状
況
に
も
よ
る
が
、

災
害
発
生
か
ら
24
時
間
以
内
に
開
設

を
決
定
し
、
開
設
の
決
定
か
ら
72
時

間
を
め
ど
に
設
置
を
す
る
予
定
で
あ

る
。問　

災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
と

の
連
携
は
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る

問　
資
源
ご
み
回
収
量
は
平
成
22

年
度
以
降
５
年
間
、
横
ば
い
が
続
い

て
い
る
。
資
源
ご
み
の
リ
サ
イ
ク
ル

率
向
上
に
は
、
分
別
収
集
の
徹
底
が

必
要
不
可
欠
。
市
民
に
正
し
い
ご
み

の
分
別
を
協
力
し
て
も
ら
う
た
め
に
、

ど
の
よ
う
な
普
及
活
動
を
し
て
い
る

か
。答　

分
別
収
集
に
協
力
し
た
地
区

に
は
、
ご
み
分
別
収
集
協
力
報
奨
金

を
支
払
い
、
ご
み
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
の

維
持
管
理
用
物
品
の
購
入
費
等
に
充

て
て
い
た
だ
い
て
い
る
。
ま
た
、
ご

み
の
散
乱
防
止
の
た
め
、
各
地
区
１

人
か
ら
３
人
の
ご
み
散
乱
防
止
推
進

委
員
を
委
嘱
し
、
地
区
住
民
に
対
す

る
啓
発
、
指
導
、
助
言
や
地
区
内
の

巡
回
等
を
行
っ
て
い
る
。

そ
の
ほ
か
、
市
の
パ
ト
ロ

ー
ル
に
よ
る
巡
回
や
分
別

誤
り
の
ご
み
等
に
黄
色
の

警
告
シ
ー
ル
を
貼
付
し
、

注
意
喚
起
も
行
っ
て
い
る
。

排
出
者
が
特
定
で
き
た
場

合
は
、
個
別
に
指
導
等
を

し
て
い
る
。

問　
環
境
教
育
の
推
進
に
は
、
講

習
会
を
地
区
で
繰
り
返
し
開
催
す
る

こ
と
が
有
効
と
考
え
て
い
る
が
、
繰

り
返
し
地
区
で
講
習
会
を
開
催
す
る

方
法
は
あ
る
か
。

答　
刈
谷
ふ
れ
あ
い
カ
レ
ッ
ジ
出

前
講
座
の
中
に
「
ご
み
の
分
け
方
・

出
し
方
」「
ご
み
の
減
量
と
リ
サ
イ

ク
ル
」
の
講
座
が
あ
り
、
10
人
以
上

の
市
民
グ
ル
ー
プ
か
ら
申
込
を
受
付

け
て
実
施
し
て
い
る
。

問　
分
別
さ
れ
て
い
な
い
、
い
わ

ゆ
る
不
法
ご
み
投
棄
抑
止
の
た
め
に
、

ご
み
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
に
監
視
カ
メ
ラ

を
設
置
す
る
こ
と
は
可
能
か
。

答　
地
区
長
か
ら
申
請
を
い
た
だ

く
こ
と
で
設
置
し
て
い
る
。

加
藤　
峯
昭　
議
員

（
主
な
答
弁
者
・
・
・
都
市
政
策
部
長
）

―
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
の
紹
介
及
び
案
内
チ
ラ
シ
作
成
に
よ
り
Ｐ
Ｒ
す
る
―

大
手
公
園
の
利
用
を
促
進
す
る
た
め
の
方
策
は

鈴
木　
絹
男　
議
員

（
主
な
答
弁
者
・
・
・
企
画
財
政
部
長
）

―
市
民
が
主
役
と
な
っ
て
い
け
る
ま
ち
づ
く
り
の
推
進
に
努
め
る
―

地
域
の
活
性
と
人
・
ま
ち
づ
く
り
に
つ
い
て
ど
の
よ
う
に
考
え
る
か

鈴
木　
正
人　
議
員

（
主
な
答
弁
者
・
・
・
生
活
安
全
部
長
）

―
日
ご
ろ
か
ら
連
携
を
図
る
こ
と
で
、
災
害
時
に
備
え
て
い
く
―

災
害
時
に
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
と
連
携
が
図
れ
る
取
り
組
み
を

外
山　
鉱
一　
議
員

（
主
な
答
弁
者
・
・
・
産
業
環
境
部
長
）

―
分
別
収
集
の
徹
底
に
市
民
の
理
解
と
協
力
を
求
め
て
い
く
―

循
環
型
社
会
の
実
現
の
た
め
に
ご
み
の
資
源
化
を

渡
邊　
妙
美　
議
員

（
主
な
答
弁
者
・
・
・
産
業
環
境
部
長
）

―
子
育
て
が
一
段
落
し
た
世
代
を
中
心
に
力
を
入
れ
て
支
援
し
て
い
く
―

女
性
管
理
職
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
形
成
支
援
と
再
就
職
支
援
の
展
開
を

鈴
木　
浩
二　
議
員

（
主
な
答
弁
者
・
・
・
企
画
財
政
部
長
）

―
災
害
時
に
も
円
滑
に
被
災
者
を
支
援
で
き
る
環
境
整
備
を
推
進
す
る
―

行
政
経
営
改
革
プ
ラ
ン
に
掲
げ
る
防
災
対
策
の
確
実
な
推
進
を

不法投棄は許さない

民生委員の活動が地域の安心を守る


